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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期

決算年月 平成18年３月 平成19年３月 平成20年３月 平成21年３月 平成22年３月

売上高 (千円) 216,300 202,209 147,258 161,563 148,913

経常利益
(△は経常損失)

(千円) △10,047 17,086 △4,385 9,770 13,023

当期純利益
(△は当期純損失)

(千円) △10,545 13,369 △4,675 △6,032 8,897

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 413,572 447,172 469,972 492,772 50,000

発行済株式総数 (株)

普通株式
47,872

優先株式
623

普通株式
47,872

優先株式
707

普通株式
47,872

優先株式
764

普通株式
47,872

優先株式
821

普通株式
47,872

優先株式
867

純資産額 (千円) 807,138 887,708 928,632 968,1991,013,897

総資産額 (千円) 817,842 905,963 940,9901,003,9631,052,445

１株当たり純資産額 (円) 6,447.966,727.066,626.486,498.756,682.79

１株当たり配当額
(内１株当たり中間配当
額)

(円)
(円)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

１株当たり当期純利益
(△は１株当たり当期純
損失)

(円) △221.58 277.80 △99.27 △127.73 184.04

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 98.7 98.0 98.7 96.4 96.4

自己資本利益率 (％) ― 1.6 ― ― 0.8

株価収益率 (倍) ― ― ― ― ―

配当性向 (％) ― ― ― ― ―

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △76,698 40,524 △438 27,191　　　32,097

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △11,842 △13,019 △12,217 △2,991 △21,723

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △13,875 66,014 44,506 42,062 31,216

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 12,645 106,165 138,016 204,278 245,868

従業員数 (名) 1 1 1 1 1

　 (注) １　当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については、記

載しておりません。

２　売上高に消費税等を含めておりません。

３　第３期、第４期、第５期、第６期及び第７期の持分法を適用した場合の投資利益については、帳簿価額が

備忘価額となっているため損益等に与える影響はありません。

４　１株当たり配当額及び配当性向は、配当を行っていないため記載しておりません。
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５　第３期、第５期及び第６期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失が計上

されており、また潜在株式がないため記載しておりません。また、第４期及び第７期の潜在株式調整後１株当

たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

６　第３期、第５期及び第６期の自己資本利益率は当期純損失を計上しているため、記載しておりません。

７　株価収益率は、当社株式が非上場であり、株価が把握できませんので、記載しておりません。
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２ 【沿革】

　

年月 概要

平成16年２月 ゴルフ場事業を目的として名古屋市中区に株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部を設立。

平成16年３月
三重県四日市市のグレイスヒルズカントリー倶楽部を㈱ヘラルドコーポレーションより営業譲
受。

平成16年４月 リゾートトラストゴルフ事業㈱へゴルフ場の運営を委託。

平成16年８月 本店所在地を名古屋市中区より三重県四日市市へ移転。

平成16年８月
普通株式308百万円を第三者割当増資として発行し、内154百万円を資本金に組入れ残額154百万
円を資本準備金とした。

平成17年８月
優先株式498百万円を一般募集により発行し、内249百万円を資本金に組入れ残額249百万円を資
本準備金とした。

平成18年８月
優先株式67百万円を一般募集により発行し、内33百万円を資本金に組入れ残額33百万円を資本準
備金とした。

平成19年８月
優先株式45百万円を一般募集により発行し、内22百万円を資本金に組入れ残額22百万円を資本準
備金とした。

平成20年８月
優先株式45百万円を一般募集により発行し、内22百万円を資本金に組入れ残額22百万円を資本準
備金とした。

平成21年８月
優先株式36百万円を一般募集により発行し、内18百万円を資本金に組入れ残額18百万円を資本準
備金とした。

平成22年３月 無償減資を行い、資本金を50百万円とする。

３ 【事業の内容】

当社は、ジャパンクラシック株式会社を関連会社としており、リゾートトラスト株式会社をその他の関係

会社としております。その他の関係会社の子会社であるリゾートトラストゴルフ事業㈱にゴルフ場の運営

を委託しております。

当社は、ゴルフ場の所有をしております。

ゴルフ場の概況は次の通りであります。

ゴルフ場名 グレイスヒルズカントリー倶楽部

所在地 三重県四日市市桜町池之谷2230

施設 コース：18ホール

その他：クラブハウス他諸施設
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４ 【関係会社の状況】

　

名称 住所
資本金
(千円)

主要な事業
の内容

議決権の所有
又は被所有割合(％)

関係内容

所有割合
被所有
割合

(関連会社) 　 　 　 　 　 　

ジャパンクラシック㈱
(注)１

名古屋市中区 600,000ゴルフ事業 22.5 ― 役員の兼任　３名

(その他の関係会社) 　 　 　 　 　 　

リゾートトラスト㈱
(注)２、３

名古屋市中区 14,258,118
会員制リゾートホ
テル会員権の販売、
ホテルの運営

― 3.2役員の兼任はなし

(注) １　債務超過会社であり、債務超過額は22,378,223千円であります。

２　有価証券報告書を提出しております。

３　持分は100分の20未満ですが、実質的な影響力を受けているためその他の関係会社としております。

　

５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

平成22年３月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

1 ― ― ―

(注)　従業員は、就業人員であります。なお、従業員はリゾートトラスト㈱との兼務となっており、業務もアウトソーシン

グしておりますので平均年齢、平均勤続年数及び平均年間給与は記載しておりません。

　

(2) 労働組合の状況

労働組合は結成されておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当事業年度におけるわが国経済は、各国の経済対策の効果もあって、景気の悪化に底打ちの兆しが見

られ、ゆるやかな回復傾向にありました。企業業績につきましても、高い成長を維持している中国、イン

ド等の新興国市場及び持ち直しつつある米国市場への輸出拡大や、在庫調整の進展により改善しつつあ

りました。しかしながら、デフレ傾向は収束せず、厳しい雇用環境や個人消費の低迷は継続しており、デ

フレ脱却にはなお時間を要するなど依然として先行き不透明な状況が続いております。

　ゴルフ場業界におきましても、依然として利用者の低料金志向がとどまらず、プレー料金は下落傾向に

あり、集客競争はますます激しくなっております。

　このような環境下、当スプリングフィールドゴルフクラブにおきましては快適なプレー環境を整備す

べくコースメンテナンスに注力すると共に各種イベントを企画し集客に努めてまいりました。しかし会

員の皆様のご来場は575人増加したもののゲスト来場者が1,846人減少し、総来場者数は前年同期比

3.2％減の38,405人にとどまりました。価格競争の激化、ゲスト来場者の減少に加えセルフ率の上昇から

売上高は499,754千円（前年同期比8.8％減）となりました。また販売費及び一般管理費につきまして

は、更なる経費圧縮に努めましたが、509,532千円（前年同期比5.9％減）となり、売上高の減少をカバー

できず、営業損失は21,638千円（前期、営業損失4,705千円）、経常損失は6,606千円（前期、経常利益

17,434千円）となりました。

　また当事業年度においては、２期連続営業損失となりましたため、「固定資産の減損に係る会計基準」

に基づく減損会計の適用を受けることとなり、固定資産の帳簿価額をその回収可能評価額である不動産

鑑定評価額まで減ずることとなりました。その結果、減損損失等による特別損失3,394,727千円を計上す

ることとなり、一方、かつて土地の再評価に関する法律（平成10年3月31日公布法律第34号）に基づき、

事業用の土地を再評価したことにより負債の部に計上していました再評価に係る繰延税金負債428,156

千円を法人税等調整額として取り崩したため、当期純損失は、2,976,716千円（前期、当期純損失76,943

千円）となりました。なお、本件処理は、当期中に当社の資産状況が変化したことによるものではありま

せん。

　

(2) キャッシュ・フロー

当事業年度の現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は前事業年度末に比べ41,590千円(前年同

期比37.2％減)増加し、245,868千円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度における営業活動による資金の増加は、32,097千円(前年同期比18.0％増)となりました。こ

れは、減価償却費が、19,762千円、未払金の増加10,178千円あったこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度における投資活動による資金の減少は、21,723千円(前年同期比626.3％増)となりました。

これは、有形固定資産の取得による支出が22,049千円あったこと等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度における財務活動による資金の増加は、31,216千円(前年同期比25.8％減)となりました。こ

れは、会員募集に伴う株式発行による収入が36,354千円あったこと等によるものであります。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

当社はグレイスヒルズカントリー倶楽部をリゾートトラストゴルフ事業㈱に全面的に運営委託しており

ますので、グレイスヒルズカントリー倶楽部の収容実績及び当社の販売実績を記載しています。

(1) 収容実績

　

区分
ホール数
(Ｈ)

前事業年度
(自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日)

当事業年度
(自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日)

営業日数
(日)

収容実績(名) 一日平均来場
者数(名)

営業日数
(日)

収容実績(名) 一日平均来場
者数(名)メンバー ゲスト 合計 メンバー ゲスト 合計

グレイスヒルズ
カントリー倶楽部

18 35812,97727,46240,439 113.0 35713,80526,13639,941 111.9

　

(2) 販売実績

　

区分

前事業年度
(自 平成20年４月１日　至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日　至 平成22年３月31日)

金額(千円) 前年同期比（％） 金額(千円) 前年同期比（％）

登録料売上 39,619 △3.7 29,323 △26.0

運営委託契約による手数料収入 121,944 14.9 119,590 △1.9

合計 161,563 9.7 148,913 △7.8

(注)　上記の金額には、消費税等を含めておりません。

　

３ 【対処すべき課題】

今後のわが国経済の見通しは、政治・経済全般に亘り先行き不透明感が払拭されない状況の中、デフレ

基調や雇用情勢の悪化などによる消費者の節約志向により、個人消費の冷え込みが継続するものとみら

れ、ゴルフ場業界においても依然として厳しい経営環境が続くものと予想されます。

  このような先行き見通しの中、当倶楽部は開場10周年を迎えますが、今後とも会員の皆様に快適なクラ

ブライフ環境を提供し続けるため、ホスピタリティの向上と高品質なコースコンディションづくりに重点

を置いた運営を図ってまいります。

　リゾートトラストグループの一員として、強い連携を図り、メンバーシップコースとしての魅力を高め、

会員権価値の向上、倶楽部の活性化に注力してまいります。
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４ 【事業等のリスク】

以下において、当社の事業展開上のリスク要因となる可能性があると考えられる、主な事項を記載してお

ります。また、当社として、必ずしも事業上のリスクと考えていない事項についても、当社の事業活動を理解

する上で重要と考えられる事項は、積極的な情報開示の観点から記載しております。

なお、将来に関する記載に関しては、当事業年度末現在において判断したものであります。

(1) 当社関係会社との取引について

当社は、リゾートトラスト㈱の100%出資子会社であるリゾートトラストゴルフ事業㈱との間で、平成16

年３月26日付にて、グレイスヒルズカントリー倶楽部の運営に関し運営委託契約を締結しています。同ゴ

ルフクラブの運営全般、施設の管理及び会員募集、会員管理、経理総務業務及び経営指導等の業務を委託

しておりますので、当社は、同ゴルフ場資産の所有・管理する会社に特化しています。

(2) 将来行われる予定の赤道未買収について

開発当初からの当ゴルフ場開発区域内の赤道(里道、農道、獣道等の法定外道路)については、旧建設省

に用途廃止申請を提出して認可を受けておりますが、その後買収が未了です。

(3) ゴルフ場用地に係る賃貸借契約が未了のもの

   当該ゴルフ場関係の営業譲り受けに含まれるゴルフ場用地賃貸借契約について、当社との新しい

    賃貸借契約を交渉中のものが２件(平成22年３月31日現在)あります。

(4) ゴルフ場用地に係る賃借権設定登記が未了のもの

上記(3)に係る当社との新しい賃貸借契約を交渉中(２件)のもののうち賃借権設定に必要な同意書が

未入手で現在交渉中のものが１件(平成22年３月31日現在)あります。

 

５ 【経営上の重要な契約等】

　

相手方の名称 契約内容 契約期間 摘要

三重県四日市市地主102名
グレイスヒルズカントリー倶楽部用地

の賃借

平成16年３月26日より

平成36年３月25日まで

賃貸借期間満了時に10年間の

自動更新となります。

リゾートトラストゴルフ事業㈱
グレイスヒルズカントリー倶楽部の運

営委託契約(注)

平成16年３月26日より

平成26年３月31日まで

契約期間満了時に１年間の自

動更新となります。

リゾートトラストゴルフ事業㈱
グレイスヒルズカントリー倶楽部のゴ

ルフ会員権販売委託契約

平成16年12月21日より

会員権販売終了時まで
　

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 経理総務業務及び経営指導の委託
平成21年４月１日より

平成22年３月31日まで

契約期間満了時に１年間の自

動更新となります。

(注)　契約に関する委託業務の始期は、平成16年４月１日からとなります。

　

６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

将来に関する記載に関しては、当事業年度末現在において判断したものであります。

(1) 財政状態

資産合計は、1,052,445千円となり、前事業年度と比べて48,482千円の増加となりました。これは、関係

会社短期預け金の増加が70,000千円あったこと等によるものです。

負債合計は、38,548千円となり、前事業年度と比べて2,785千円の増加となりました。これは未払金の増

加10,915千円、リース債務の減少5,138千円等があったこと等によるものです。

純資産の合計は、1,013,897千円となり、前事業年度と比べて45,698千円の増加となりました。これは主

に新株式発行による資本金及び資本準備金の増加36,800千円等によるものです。

(2) 経営成績

当事業年度におきましては、リゾートトラストゴルフ事業株式会社からの運営受託手数料は、受託料の

改訂により119,590千円（前年同期比1.9％減）となりました。また、会員追加募集に伴う登録料収入が

29,323千円（前年同期比26.0％減）となり、全体では148,913千円（前年同期比7.8％減）となりました。

一方、販売費及び一般管理費は販売手数料の減少により138,623千円（前年同期比10.1％減）となりまし

た。その結果、営業利益は10,290千円（前年同期比38.5％増）、経常利益は13,023千円（前年同期比

33.3％増）、当期純利益は8,897千円（前事業年度は6,032千円の当期純損失）の黒字計上となりました。

(3) 経営成績に重要な影響を与える要因についての分析

当社の事業運営するゴルフ場の資産は、一部が借地となっておりますので、将来的に契約更新ができな

い場合や、営業譲り受けに含まれるゴルフ場用地賃貸借契約について、新しい賃貸借契約ができない場

合、事業運営に重要な影響が出ると考えられます。また、ゴルフ場開発区域内に買収未了の赤道があり、今

後の資金調達等に重要な影響を及ぼすと考えられます。

(4) 資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社の資金の状況は、当事業年度における現金及び現金同等物が前事業年度に比べ41,590千円(前年同

期比37.2％減)増加し245,868千円となっております。

営業活動によるキャッシュ・フローは前事業年度に比べ4,906千円の資金収入の増加となり、32,097千

円(前年同期比18.0％増)の資金の増加となりました。これは,減価償却費が19,762千円、未払金の増加

10,178千円あったこと等によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは前事業年度に比べ18,732千円の資金の支出の増加となり、

21,723千円(前年同期比626.3％増)の資金支出となりました。これはグレイスヒルズカントリー倶楽部の

有形固定資産の取得にかかる支出が22,049千円あったこと等によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは前事業年度に比べ10,846千円(前年同期比25.8％減)の資金収入

の減少となり、31,216千円の資金の増加となりました。これは会員募集に伴う株式発行による収入36,354

千円あったことによるものです。
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第３ 【設備の状況】

１ 【設備投資等の概要】

当事業年度における設備投資は、22,751千円となりました。主としてグレイスヒルズカントリー倶楽部の

乗用カートの購入によるものであります。

　

２ 【主要な設備の状況】

平成22年３月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の内
容

帳簿価額(千円)

従業員数
(名)建物及び

構築物
機械装置
及び運搬具

工具器具
及び備品

コース勘定
土地
(面積千
㎡)

リース資産
建設
仮勘定

合計

グレイスヒルズカ
ントリー倶楽部
(三重県四日市市)

ゴルフ場 177,03220,3392,14167,429
145,723
（537)
［390]

16,3061,895430,8681

(注) １　土地の所有面積は（　）で外書きしております。

　　また、土地の一部を賃借しております。賃借料は44,077千円であり、賃借している土地の面積は［　］で外書きし

ております。

２　現在休止中の主要な設備は、ありません。

３　上記の他、リース契約による主要な賃借設備の内容は、下記の通りであります。

事業所名
(所在地)

設備の内容 数量 リース期間
年間リース料
(千円)

リース契約
残高
(千円)

グレイスヒルズカント
リー倶楽部
(三重県四日市市)

コース管理用機械 一式 ５年間 1,245 2,802

ゴルフカート 一式 ５年間 3,663 7,652

　

３ 【設備の新設、除却等の計画】

記載すべき事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 148,000

優先株式 2,000

計 150,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(平成22年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年６月30日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 47,872 47,872非上場・非登録
完全議決権株式であり権利内容
に何ら限定のない当社における
標準となる株式(注)１、４、６

優先株式 867 867 同上
優先的配当を受ける権利を有す
る株式(注)２、３、４、５、６

計 48,739 48,739 ― ―

 (注)１　普通株式の内容

     (1) 完全議決権株式であり権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。

 　　  (2) 普通株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

　 ２　優先株式の内容

(1) 当会社は、毎決算期において優先株式を有する株主に対し、普通株式を有する株主に先立ち、１株につき年１

００円を限度として優先株式の発行に関する取締役会決議で定める額の利益配当金（以下「優先配当金」と

いう）を支払う。

(2) 優先株式の株主は、前項の優先配当金が支払われた後の残余の利益に対しては配当を受ける権利を有しない。

(3) 当会社は、特定の営業年度における優先配当金の全部又は一部が支払われないときは、その不足額を翌営業年

度以降に蓄積し、累積した不足額については、優先配当金に先立ってこれを優先株主に支払う。

(4) 当会社は、残余財産の分配をするときは、優先株式を有する株主に対し、普通株式を有する株主に先立ち、その

優先株式１株につき、８０万円を限度として分配を行う。

(5) 優先株式の株主は、前項の優先分配が行われた後の残余の財産に対しては、分配を受ける権利を有しない。

(6) 優先株式の株主は、株主総会における議決権を有しないものとする。ただし、下記の場合を除くものとする。

 ア) 定時株主総会において累積的優先株式の優先配当金の全部または一部が支払われない旨の決議があったと

きは、次の定時株主総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されないときはその定時株主総会

の時から、議決権を有する。

 イ) 定時株主総会において累積的優先株式の優先配当金の全部または一部が支払われない旨の決議があったと

きは、次の定時株主総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されたが否決されたときはその定

時株主総会終結の時から、議決権を有する。

(7) 優先株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

(8) 優先的配当を受ける権利を有する株式である。

３　優先株式のうち、623株については平成19年6月19日開催の定時株主総会のときより、84株については平成20

    年6月19日開催の定時株主総会のときより、57株については平成21年6月29日開催の定時株主総会のときより　　

　　57株については平成22年6月29日開催の定時株主総会のときより議決権を有しております。

４　当会社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

　　５　当会社は、優先株式を引き受ける者の募集について、優先株式の種類株主を構成員とする種類株主総会の決

　　　　議を要しないものとする。

　　６　当会社は、単元株制度を採用していない。
　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

平成22年２月１日以後の開始事業年度に係る有価証券報告書から適用されるため、記載事項はありま

せん。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成17年８月23日

(注)１

623 48,495

(普通株式
47,872
優先株式

623)

249,200413,572249,200403,549

平成18年８月31日

(注)２

84 48,579

(普通株式
47,872
優先株式

707)

33,600 447,172 33,600 437,149

平成19年８月31日

(注)３

57 48,636

(普通株式
47,872
優先株式

764)

22,800 469,972 22,800 459,949

平成20年８月31日

(注)４

 

57 48,693

(普通株式
47,872
優先株式

821)

22,800 492,772 22,800 482,749

平成21年８月７日

(注)５

 

46 48,739

(普通株式
47,872
優先株式

867)

18,400 511,172 18,400 501,149

平成22年３月５日

(注)６

 

― 48,739

(普通株式
47,872
優先株式

867)

△461,172 50,000 ― 501,149

　 　 　 　 　 　 　
(注) １　優先株式・有償・一般募集

発行価額 800,000円

資本組入額 400,000円

２　優先株式・有償・一般募集

発行価額 800,000円

資本組入額 400,000円

３　優先株式・有償・一般募集

発行価額 800,000円

資本組入額 400,000円

４　優先株式・有償・一般募集

発行価額 800,000円

資本組入額 400,000円

５　優先株式・有償・一般募集

発行価額 800,000円

資本組入額 400,000円

６　平成22年１月25日に開催された臨時株主総会の決議により、平成22年３月５日に資本金を461,172千円減少さ

せ、資本剰余金のその他資本剰余金に461,172千円を計上しております。
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(6) 【所有者別状況】

 
　　①普通株式

   平成22年３月31日現在

区分

株式の状況

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― 5 6 561 ― ― 498 1,070 ―

所有株式数
(株)

― 210 231 35,838 ― ― 11,59347,872 ―

所有株式数
の割合(％)

― 0.4 0.5 74.9 ― ― 24.2 100.0 ―

 
　　②優先株式

   平成22年３月31日現在

区分

株式の状況

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― ― ― 179 ― ― 420 599 ―

所有株式数
(株)

― ― ― 307 ― ― 560 867 ―

所有株式数
の割合(％)

― ― ― 35.4 ― ― 64.6 100.0 ―
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(7) 【大株主の状況】

　 ①所有株式数別

平成22年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)　

岡崎クラシック㈱ 愛知県岡崎市岩中町１番地 4,998 10.2
　

㈱セントクリークゴルフクラブ 愛知県豊田市月原町黒木1-1 3,998 8.2
　

多治見クラシック㈱ 岐阜県多治見市小名田町１番地 3,864 7.9
　

リゾートトラスト㈱ 名古屋市中区東桜２-18-31 1,584 3.2
　

内田鍛工㈱ 三重県四日市市黄金町58 126 0.2
　

㈱雨宮 名古屋市北区城東町7-16-12 100 0.2
　

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 名古屋市中区栄1-30-22 95 0.1
　

計 ― 14,765 30.2
　

　

　②所有議決権数別

平成22年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有
議決権数
(個)

総株主の議決権に対する
所有議決権数の割合(％)

　

岡崎クラシック㈱ 愛知県岡崎市岩中町１番地 4,998 10.2　

㈱セントクリークゴルフクラブ 愛知県豊田市月原町黒木1-1 3,998 8.2　

多治見クラシック㈱ 岐阜県多治見市小名田町１番地 3,864 7.9　

リゾートトラスト㈱ 名古屋市中区東桜２-18-31 1,584 3.2　

内田鍛工㈱ 三重県四日市市黄金町58 126 0.2　

㈱雨宮 名古屋市北区城東町7-16-12 100 0.2　

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 名古屋市中区栄1-30-22 95 0.1　

計 ― 14,765 30.3　

　

(注)  １  所有株式数及び所有議決権数第8位にあたる84株を所有する株主の数が17名となっておりますので、上位７　

　　　　　 名のみの記載としております。

２　上記所有株式数上位４社所有株式数の割合は14,444株で29.6％であり、その他の株主の所有株式数の割合は、

34,295株で70.4％であります。

３　上記所有議決権数上位４社所有議決権数数の割合は14,444株で29.7％であり、その他の株主の所有議決権数数

の割合は、34,192株で70.3％であります。

４　上記大株主４社を含め、下記ゴルフ場との間で姉妹コースの相互利用サービスを行っております。

　　大株主４社の姉妹コース

　ザ・トラディションゴルフクラブ、セントクリークゴルフクラブ、スプリングフィールドゴルフクラブ

　グランディ鳴門ゴルフクラブ36、グランディ那須白河ゴルフクラブ、グランディ浜名湖ゴルフクラブ

　グランディ軽井沢ゴルフクラブ　

　　その他の姉妹コース

　　  オークモントゴルフクラブ、メイプルポイントゴルフクラブ、ザ・カントリークラブ　　　　　　　　　　

　パインズゴルフクラブ
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(8) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 優先株式　 　103
 

―
優先的配当を受ける権利を有する株
式(注)２

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　47,872 47,872

権利内容に何ら限定のない、当社に
おける標準となる株式(注)１、４、６

優先株式　   764 　764
優先的配当を受ける権利を有する株
式　(注)２、３、４、５、６

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 48,739 ― ―

総株主の議決権 ― 48,636 ―

 (注)１　普通株式の内容

(1) 完全議決権株式であり権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。

(2) 普通株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

　 ２　優先株式の内容

(1) 当会社は、毎決算期において優先株式を有する株主に対し、普通株式を有する株主に先立ち、１株につき年１

００円を限度として優先株式の発行に関する取締役会決議で定める額の利益配当金（以下「優先配当金」と

いう）を支払う。

(2) 優先株式の株主は、前項の優先配当金が支払われた後の残余の利益に対しては配当を受ける権利を有しない。

(3) 当会社は、特定の営業年度における優先配当金の全部又は一部が支払われないときは、その不足額を翌営業年

度以降に蓄積し、累積した不足額については、優先配当金に先立ってこれを優先株主に支払う。

(4) 当会社は、残余財産の分配をするときは、優先株式を有する株主に対し、普通株式を有する株主に先立ち、その

優先株式１株につき、８０万円を限度として分配を行う。

(5) 優先株式の株主は、前項の優先分配が行われた後の残余の財産に対しては、分配を受ける権利を有しない。

(6) 優先株式の株主は、株主総会における議決権を有しないものとする。ただし、下記の場合を除くものとする。

 ア) 定時株主総会において累積的優先株式の優先配当金の全部または一部が支払われない旨の決議があったと

きは、次の定時株主総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されないときはその定時株主総会

の時から、議決権を有する。

 イ) 定時株主総会において累積的優先株式の優先配当金の全部または一部が支払われない旨の決議があったと

きは、次の定時株主総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されたが否決されたときはその定

時株主総会終結の時から、議決権を有する。

(7) 優先株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

(8) 優先的配当を受ける権利を有する株式である。

３　優先株式のうち、623株については平成19年6月19日開催の定時株主総会のときより、84株については平成20

　　年6月19日開催の定時株主総会のときより、57株については平成21年6月29日開催の定時株主総会のときより

　　57株については平成22年6月29日開催の定時株主総会のときより議決権を有しております。

４　当会社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

　　５　当会社は、優先株式を引き受ける者の募集について、優先株式の種類株主を構成員とする種類株主総会の決

　　　　議を要しないものとする。

　　６　当会社は、単元株制度を採用していない。

　
　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

(9) 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。
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２ 【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】

該当事項はありません。

　

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

　

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。

　

３ 【配当政策】

当社の配当政策における基本的な考え方は、株主の皆様により良いゴルフ場およびその付帯施設での快

適なプレー環境を提供することで、利益の還元を図っていくこととさせていただいております。内部留保資

金につきましては、ゴルフ場保全資金に充当いたします。

当社の剰余金の配当は、期末配当のみの１回を基本的な方針としております。期末配当の決定機関は、株

主総会であります。今後、現業の基盤を固めると共に、利益構造の強化を図るため当期は配当を実施してお

りません。

　

４ 【株価の推移】

当社株式は、非上場でありますので、該当事項はありません。
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５ 【役員の状況】

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(株)

代表取締役 社長 岩　田　政　浩 昭和15年１月16日生

平成８年４月 リゾートトラスト㈱入社

注1 ―

平成８年６月 同社専務取締役就任

平成11年４月 多治見クラシック㈱代表取締役就

任(現任)

　 ジャパンクラシック㈱代表取締役

就任(現任)

平成11年６月 ㈱オークモントゴルフクラブ代表

取締役就任(現任)

平成13年７月 ㈱セントクリークゴルフクラブ代

表取締役社長就任(現任)

平成16年２月 当社代表取締役社長就任(現任)

平成16年４月 リゾートトラストゴルフ事業㈱代

表取締役就任(現任)

平成16年６月 岡崎クラシック㈱代表取締役就任

(現任)

平成18年7月 ㈱メイプルポイントゴルフクラブ

代表取締役就任(現任)

平成19年10月 ㈱パインズゴルフクラブ代表取締

役就任(現任)

取締役 　 夏　目　誠一郎 昭和11年４月24日生

昭和42年７月 ㈱美和商会代表取締役就任(現任)

注1 ―

昭和60年６月 多治見クラシック㈱常務取締役就

任(現任)

平成７年12月 岡崎クラシック㈱常務取締役就任

(現任)

平成16年５月 当社取締役就任(現任)

取締役 　 滝　　　茂　夫 昭和26年８月18日生

昭和61年４月 タキヒヨー㈱入社

注1 ―

平成１年５月 同社取締役就任

平成２年９月 同社常務取締役就任

平成５年３月 同社取締役副社長就任

平成６年５月 同社代表取締役社長就任(現任)

平成17年６月 当社取締役就任(現任)

取締役 　 田　口　利　壽 昭和27年６月20日生

昭和53年４月 西濃運輸㈱入社

注1 ―

昭和54年４月 多治見西濃運輸㈱総務部次長就任

昭和54年５月 同社取締役総務部長就任

昭和57年４月 東海西濃運輸㈱取締役総務部長就

任

昭和59年１月 同社専務取締役就任

昭和59年12月 同社代表取締役社長就任(現任)

平成17年６月 当社取締役就任(現任)

取締役 　  北　野　　　満 昭和32年10月３日生

平成16年５月 リゾートトラストゴルフ事業㈱入

社

注1 ―　 グレイスヒルズカントリー倶楽部

支配人（現任）

平成20年6月 当社取締役就任(現任)

監査役 　 加　藤　祐　次 昭和14年12月23日生

平成３年３月 ジャパンクラシック㈱入社

注2 ―平成10年６月 同社監査役就任(現任)

平成16年５月 当社監査役就任(現任)

監査役 　 宇佐美　公　朗 昭和23年11月１日生

昭和50年11月 税理士小川啓一郎事務所勤務

注3 ―平成１年８月 税理士宇佐美公朗事務所設立

平成17年６月 当社監査役就任(現任)

計 ―

(注) １　取締役の任期は、平成22年３月期に係る定時株主総会終結のときから平成24年３月期に係る定時株主総会終結

の時までであります。

２　監査役の任期は、平成20年３月期に係る定時株主総会終結のときから平成24年３月期に係る定時株主総会終結

の時までであります。

３　監査役の任期は、平成21年３月期に係る定時株主総会終結のときから平成25年３月期に係る定時株主総会終結

の時までであります。

EDINET提出書類

株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部(E04735)

有価証券報告書

17/47



６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

株式会員制の導入により、経営内容をディスクローズし、会員の信頼を得るため、コーポレートガバナン

スの充実が経営の重要な課題であると認識し、適正な経営の意思決定を図り、効率的かつ健全な業務執行体

制を構築し、経営チェック機能の充実に努めております。なお、記載内容は当事業年度におけるものであり

ます。

　

１　会社の機関の内容

当社は、毎月開催する取締役会において、取締役の合議により経営に関する基本方針や重要な業務執行

の決定を行っており、決定された経営方針に基づく計画その他の業務執行については、迅速かつ円滑に実

行できる体制づくりを行っています。

２　内部統制システムの整備の状況

当社では、役職員一人一人が高い倫理観を持つことでコンプライアンス体制の強化を積極的に行って

おり、監査役は、監査方針に基づき会計監査を行っております。又、内部統制の有効性について、その他の

関係会社であるリゾートトラスト㈱の内部監査部門である監査室により検証が行われ、監査法人とも連

携し、監査の実効性を確保しております。

３　リスク管理体制の整備の状況

当社は、業務に関わる全てのリスクについて適切に管理する体制の整備に取り組んでおります。リスク

の共通認識を図るため全取締役が中心となり、リスクの現状分析をし、課題を明確にし、今後の対応策に

ついて検討を行っております。

４　役員報酬の内容

取締役に支払われた報酬の総額は、2,400千円であります（当社には社外取締役はおりません）。

監査役に支払われた報酬はありません。

５　会計監査の状況

当社の会計監査業務を執行した公認会計士は、岡野英生及び久野誠一であり、あずさ監査法人に所属し

ております。当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士５名、会計士補等３名であります。なお、７

年を超え連続して当社の監査関連業務を行っている監査人はおりません。

６　取締役の員数

当社の取締役は15名以内とする旨を定款で定めております。

　７　取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株

主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び累積投票によらない旨を定款で定めております。

８　株主総会の特別決議要件

当社は、株主総会の決議の方法について、株主総会の円滑な運営を行うため、会社法309条第２項に定め

る決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決

権の３分の２以上をもって行う旨を定款で定めております。

９　種類株式の状況

当社は、グレイスヒルズカントリー倶楽部の資産の管理・修繕等の資金を調達するため、会社法第108条

第１項第３号に定める内容（いわゆる議決権制限）について普通株式と異なる定めをした議決権のない

優先株式を発行しております。

　

(2) 【監査報酬の内容等】

① 【監査公認会計士等に対する報酬の内容】
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前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

3,500 － 3,500 －

　

② 【その他重要な報酬の内容】

該当事項はありません。

　

　

③ 【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

該当事項はありません。

　

　

④ 【監査報酬の決定方針】

該当事項はありません。

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部(E04735)

有価証券報告書

19/47



第５ 【経理の状況】

１　財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以

下「財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前事業年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）は、改正前の財務諸表等規則に基づ

き、当事業年度(平成21年４月１日から平成22年３月31日まで)は、改正後の財務諸表等規則に基づいて作成

しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前事業年度(平成20年４月１日から平成21年

３月31日まで)及び当事業年度(平成21年４月１日から平成22年３月31日まで)の財務諸表について、あずさ

監査法人により監査を受けております。

　

３　連結財務諸表について

当社は子会社を有していないため、連結財務諸表は作成しておりません。

　

１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

該当事項はありません。

　

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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２【財務諸表等】
(1)【財務諸表】
①【貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成21年３月31日)

当事業年度
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 74,278 45,868

関係会社短期預け金 130,000 200,000

貯蔵品 0 －

前払費用 33,531 24,644

未収入金 4,291 11,359

流動資産合計 242,102 281,873

固定資産

有形固定資産

建物 196,365 196,365

減価償却累計額 △34,890 △41,864

建物（純額） 161,474 154,500

構築物 28,382 29,084

減価償却累計額 △4,307 △6,552

構築物（純額） 24,074 22,531

機械及び装置 5,997 6,897

減価償却累計額 △2,203 △2,809

機械及び装置（純額） 3,793 4,087

車両運搬具 5,550 24,778

減価償却累計額 △4,682 △8,525

車両運搬具（純額） 867 16,252

工具、器具及び備品 5,684 5,684

減価償却累計額 △2,563 △3,543

工具、器具及び備品（純額） 3,121 2,141

コース勘定 67,429 67,429

土地 145,697 145,723

リース資産 24,468 24,468

減価償却累計額 △3,267 △8,161

リース資産（純額） 21,200 16,306

建設仮勘定 － 1,895

有形固定資産合計 427,657 430,868

無形固定資産

借地権 3,422 3,422

ソフトウエア 222 －

電話加入権 13 13

無形固定資産合計 3,658 3,436

投資その他の資産

投資有価証券 4,781 4,781

関係会社株式 2 2

長期前払費用 － 6,049

差入保証金 325,761 325,434

投資その他の資産合計 330,545 336,268

固定資産合計 761,861 770,572

資産合計 1,003,963 1,052,445
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(単位：千円)

前事業年度
(平成21年３月31日)

当事業年度
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

リース債務 5,138 5,138

未払金 6,319 17,234

未払法人税等 4,979 1,758

未払消費税等 1,856 1,702

預り金 348 732

流動負債合計 18,641 26,565

固定負債

リース債務 17,121 11,983

固定負債合計 17,121 11,983

負債合計 35,763 38,548

純資産の部

株主資本

資本金 492,772 50,000

資本剰余金

資本準備金 482,749 501,149

その他資本剰余金 － 461,172

資本剰余金合計 482,749 962,321

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △7,321 1,575

利益剰余金合計 △7,321 1,575

株主資本合計 968,199 1,013,897

純資産合計 968,199 1,013,897

負債純資産合計 1,003,963 1,052,445
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②【損益計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

売上高 161,563 148,913

販売費及び一般管理費

修繕費 3,531 10,074

通信交通費 73 672

租税公課 21,904 13,941

減価償却費 15,432 19,762

支払手数料 42,342 31,849

賃借料 9,036 8,811

保険料 1,379 1,584

地代家賃 54,982 44,077

その他 5,453 7,849

販売費及び一般管理費合計 154,134 138,623

営業利益 7,429 10,290

営業外収益

受取利息 ※1
 2,299

※1
 2,576

土地使用料 265 300

雑収入 46 304

営業外収益合計 2,610 3,181

営業外費用

株式交付費 269 445

雑支出 － 2

営業外費用合計 269 447

経常利益 9,770 13,023

特別損失

投資有価証券評価損 12,018 －

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △2,247 13,023

法人税、住民税及び事業税 3,785 4,126

当期純利益又は当期純損失（△） △6,032 8,897
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③【株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 469,972 492,772

当期変動額

新株の発行 22,800 18,400

資本金から剰余金への振替 － △461,172

当期変動額合計 22,800 △442,772

当期末残高 492,772 50,000

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 459,949 482,749

当期変動額

新株の発行 22,800 18,400

当期変動額合計 22,800 18,400

当期末残高 482,749 501,149

その他資本剰余金

前期末残高 － －

当期変動額

資本金から剰余金への振替 － 461,172

当期変動額合計 － 461,172

当期末残高 － 461,172

資本剰余金合計

前期末残高 459,949 482,749

当期変動額

新株の発行 22,800 18,400

資本金から剰余金への振替 － 461,172

当期変動額合計 22,800 479,572

当期末残高 482,749 962,321

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

前期末残高 △1,289 △7,321

当期変動額

当期純利益又は当期純損失（△） △6,032 8,897

当期変動額合計 △6,032 8,897

当期末残高 △7,321 1,575

利益剰余金合計

前期末残高 △1,289 △7,321

当期変動額

当期純利益又は当期純損失（△） △6,032 8,897

当期変動額合計 △6,032 8,897

当期末残高 △7,321 1,575

株主資本合計

前期末残高 928,632 968,199

当期変動額

新株の発行 45,600 36,800

資本金から剰余金への振替 － －

当期純利益又は当期純損失（△） △6,032 8,897

当期変動額合計 39,567 45,697

当期末残高 968,199 1,013,897
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

純資産合計

前期末残高 928,632 968,199

当期変動額

新株の発行 45,600 36,800

資本金から剰余金への振替 － －

当期純利益又は当期純損失（△） △6,032 8,897

当期変動額合計 39,567 45,697

当期末残高 968,199 1,013,897
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④【キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △2,247 13,023

減価償却費 15,432 19,762

株式交付費 269 445

投資有価証券評価損益（△は益） 12,018 －

未払金の増減額（△は減少） △57 10,178

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,639 △119

受取利息 △2,299 △2,576

その他 △1,243 △5,072

小計 23,513 35,642

利息の受取額 2,299 2,576

法人税等の支払額 － △6,121

法人税等の還付額 1,378 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 27,191 32,097

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,111 △22,049

差入保証金の回収による収入 120 326

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,991 △21,723

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △3,267 △5,138

株式の発行による収入 45,330 36,354

財務活動によるキャッシュ・フロー 42,062 31,216

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 66,262 41,590

現金及び現金同等物の期首残高 138,016 204,278

現金及び現金同等物の期末残高 ※1
 204,278

※1
 245,868
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【重要な会計方針】

　
前事業年度

(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

当事業年度
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

１　有価証券の評価基準及び評価方法

　(1) 関連会社株式

　　　移動平均法による原価法

　(2) その他の有価証券

　　　時価のないもの

　　　移動平均法による原価法

１　有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 関連会社株式

　同左

　(2) その他の有価証券

　　　時価のないもの

　　　同左

２　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　評価基準は原価法（収益性の低下による簿価の　　

　　切り下げの方法）によっております。

　　貯蔵品
　　　最終仕入原価法

(会計方針の変更）
　当事業年度から平成18年７月５日公表の「棚卸資産の
評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　企業会
計基準第９号）を適用しております。 
  この変更による損益への影響はありません。

　　　　　　　　　_____________

 
 
 
 

３　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

　　　定額法によっております。

　　　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　　　　建物　　　　　11～46年

　　　　機械装置　　　８～17年

また、取得価額10万円以上20万円未満の資産につ

いては、３年間で均等償却する方法を採用してお

ります。

また、平成19年３月31日以前に取得したものにつ 

いては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年

から５年間で均等償却する方法によっておりま

す。

３　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

      同左

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

　　　定額法によっております。

      なお、耐用年数については、法人税法に規定する方

法と同一の基準によっております。

      但し、ソフトウエア（自社利用分）については、社

内における利用可能期間（５年）に基づく定額法に

よっております。

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

      同左
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　 前事業年度
(自　平成20年４月１日
  至　平成21年３月31日)

当事業年度
(自　平成21年４月１日
  至　平成22年３月31日)

(3) リース資産

　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る

　　　リース資産

　　　リース期間を耐用年数とし残存価額をゼロとす　　

　　　る定額法によっております。

　　　なお、所有権移転外ファイナンスリース取引の

　　  うちリース取引開始日が平成20年３月31日以前

      のものについては引き続き通常の賃貸借取引に

      かかる方法に準じた会計処理によっております。

　
（会計方針の変更）
　当事業年度から平成19年3月30日改正の「リース取引
に関する会計基準」（企業会計基準委員会　企業会計基
準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用
指針」（企業会計基準委員会　企業会計基準適用指針第
16号）を適用しております。
　これによる従来の方法によった場合に比べて、損益へ
の影響はありません。

(3) リース資産

　　　同左

 

 

 

 

 
　　　　　　　　　　_____________

４　繰延資産の処理方法
　　株式交付費
　　支出時に全額費用として処理しております。

４　繰延資産の処理方法
　　株式交付費
    同左

５　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
　 手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期
日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、か
つ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期
的な投資としております。

５　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
　　同左

６　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項
　　消費税等の会計処理
　 消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によって
おります。

６ その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項
　　消費税等の会計処理
　　同左

　

【注記事項】

(貸借対照表関係)

　　該当事項はありません。
　

(損益計算書関係)

前事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

当事業年度
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

※１　関係会社に係る注記

　　　各項目に含まれている関係会社に対するものは次　　

　　のとおりであります。

　　　　受取利息　　　　　　　　　　　　　2,140千円　　　

※１　関係会社に係る注記

　　　各項目に含まれている関係会社に対するものは次　　

　　のとおりであります。

　　　　受取利息　　　　　　　　　　　　　2,551千円　　　
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(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 47,872 ― ― 47,872

優先株式(株) 764 57 ― 821

計(株) 48,636 57 ― 48,693

　
（変動事由の概要）

増加数の主な内訳は、次の通りであります。

　新株の発行による増加　　　　　　57株

　　　　　　　　　

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
　
４　配当に関する事項

該当事項はありません。

　

当事業年度(自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 47,872 ― ― 47,872

優先株式(株) 821 46 ― 867

計(株) 48,693 46 ― 48,739

　
（変動事由の概要）

増加数の主な内訳は、次の通りであります。

　新株の発行による増加　　　　　　46株

　　　　　　　　　

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
　
４　配当に関する事項

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部(E04735)

有価証券報告書

29/47



(キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前事業年度

(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

当事業年度
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 74,278千円

関係会社短期預け金 130,000千円

現金及び現金同等物 204,278千円

　２　重要な非資金取引の内容

　当事業年度に新たに計上したファイナンス・リー

ス取引に係る資産及び債務はそれぞれ24,468千円で

あります。

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 45,868千円

関係会社短期預け金 200,000千円

現金及び現金同等物 245,868千円

　２　重要な非資金取引の内容

　            _____________
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(リース取引関係)

　
前事業年度

(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

当事業年度
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

　ファイナンス・リース取引（借主側）

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引

　①リース資産の内容

　　ゴルフ事業におけるゴルフカートなどであります。

　②リース資産の減価償却の方法

　　重要な会計方針「３．固定資産の減価償却の方

　　法」に記載のとおりであります。

　なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のう

　ちリース取引開始日が、平成20年３月31日以前のリ

　ース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法

　に準じた会計処理によっており、その内容は以下の

　とおりであります。

 

(1) リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び期末残高相当額

　 　

取得価額
相当額
 

(千円)

　

減価償却
累計額
相当額
(千円)

　

期末残高
相当額
 

(千円)

機械装置 　 6,228　 2,179　 4,048

車輌運搬具 　 18,318　 7,001　 11,316

合計 　 24,546　 9,181　 15,364

　ファイナンス・リース取引（借主側）

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引

　①リース資産の内容

　　同左

　②リース資産の減価償却の方法

　　同左

 

 

 

 

(1) リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び期末残高相当額

　 　

取得価額
相当額
 

(千円)

　

減価償却
累計額
相当額
(千円)

　

期末残高
相当額
 

(千円)

機械装置 　 6,228　 3,425　 2,802

車輌運搬具 　 18,318　 10,665　 7,652

合計 　 24,546　 14,090　 10,455

 

(注)　取得価額相当額は、未経過リース料期末残高が有形

固定資産の期末残高等に占める割合が低いため、支払利

子込み法により算定しております。

(2) 未経過リース料期末残高相当額

(注)　取得価額相当額は、未経過リース料期末残高が有形

固定資産の期末残高等に占める割合が低いため、支払利

子込み法により算定しております。

(2) 未経過リース料期末残高相当額

１年以内 4,909千円

１年超 10,455千円

合計 15,364千円
　

１年以内 4,909千円

１年超 5,546千円

合計 10,455千円

　
(注)　未経過リース料期末残高相当額は、未経過リー　　

　　　ス料期末残高が有形固定資産の期末残高等に占

　　　める割合が低いため、支払利子込み法により算

　　　定しております。

(注)　未経過リース料期末残高相当額は、未経過リー　　

　　　ス料期末残高が有形固定資産の期末残高等に占

　　　める割合が低いため、支払利子込み法により算

　　　定しております。

(3) 支払リース料及び減価償却費相当額

支払リース料　　　 4,909千円

減価償却費相当額　 4,909千円

(3) 支払リース料及び減価償却費相当額

支払リース料　　　 4,909千円

減価償却費相当額　 4,909千円

 

(4) 減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定

額法によっております。

(4) 減価償却費相当額の算定方法

　　同左
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(金融商品関係)

当事業年度(自　平成21年４月１日　　至　平成22年３月31日)

（追加情報）

  当事業年度より、「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　平成20年３月10日）

    及び「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号　平成20年

    ３月10日）を適用しております。

　

１． 金融商品の状況に関する事項

（1） 金融商品に対する取組方針

    当社は、資金運用については、預金等の安全性の高い金融資産及びその他の関係会社であるリゾ

　ートトラスト株式会社への余剰資金の預託で行っております。

　

（2） 金融商品の内容及びそのリスク

　　営業債権である売掛金及び金銭債権である関係会社短期預け金は、顧客及び預入先の信用リスク

　に晒されております。投資有価証券はそのほとんどがゴルフ会員権であり市場価格の変動リスクに

　晒されております。法人税、住民税（都道府県民税及び市町村民税）及び事業税の未払額である未

　払法人税等、並びに未払消費税等は、そのすべてが２ヶ月以内に納付期限が到来するものであり流

　動性リスクに晒されております。

　

（3） 金融商品に対するリスク管理体制

   ①信用リスクの管理

      当社は、取引相手ごとに期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等を把握し、財務状

     況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

   ②市場性リスクの管理

      当社は、投資有価証券について,定期的に市場価格や発行体の財務状況を把握し、保有状況を適

　　 時に見直しております。

   ③流動性リスクの管理

      当社は適時に資金繰計画を作成するなどの方法により流動性リスクを管理しております。

　

EDINET提出書類

株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部(E04735)

有価証券報告書

32/47



２． 金融商品の時価等に関する事項

平成22年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

なお、時価を把握することが困難と認められるものは含まれておりません。詳細につきましては、「（注）

２．」をご参照ください。

（単位：千円）

　 貸借対照表計上額 時価 差額

（資産） 　 　 　

（1）現金及び預金 45,868 45,868 ―

（2）関係会社短期預け金 200,000 200,000 ―

（3）投資有価証券 　 　 　

　　 　その他有価証券 4,781 6,011 1,229

（負債） 　 　 　

（1）未払法人税等 1,758 1,758 ―

（2）未払消費税等 1,702 1,702 ―

　 　 　 　

(注)１ .金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

（資産）

(1)現金及び預金

   現金及び預金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

　よっております。

　

(2)関係会社短期預け金

   関係会社短期預け金は預金と同様の扱いをしており、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に

  ほぼ等しいことから当該帳簿価額によっております

　

(3)投資有価証券

　投資有価証券は、会員権流通市場における相場価格から算出した価格をもって時価としております。

　

（負債）

(1)未払法人税等及び（2）未払消費税等

　 これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって

  おります。

　

(注)２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

　 貸借対照表計上額

（資産） 　

（1）関係会社株式(非上場株式）※1 2

（2）差入保証金 ※2 325,434
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　※1 関係会社株式については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積もること

    ができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりま

　　せん。

※2 差入保証金については、ゴルフ場用地の賃貸借契約に基づく預託金であり市場価格がなく、か

　　つ、その契約内容から期間の算定が困難であることなどにより合理的なキャッシュ・フローを見

　　積もることが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。

　

(注)３．満期のある金銭債権の決算日後の償還予定額

                                              （単位：千円）

　 １年以内
１年超５年
以内

５年超10年
以内

10年超

（1）現金預金 45,868 － － －

（2）関係会社短期預け金 200,000 － － －

(有価証券関係)

前事業年度(自　平成20年４月１日　　至　平成21年３月31日)

時価評価されていない有価証券

　

内容

前事業年度
(平成21年３月31日)

貸借対照表計上額(千円)

(1) その他有価証券
　　　非上場株式

4,781

(2) 子会社株式及び関連会社株式
　　　関連会社株式

2

表中の貸借対照表価額は減損処理後の帳簿価額であります。

なお、当事業年度において減損処理を行い、投資有価証券評価損12,018千円を計上しております。

　

当事業年度(自　平成21年４月１日　　至　平成22年３月31日)

    該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

前事業年度(自　平成20年４月１日　　至　平成21年３月31日)

当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

当事業年度(自　平成21年４月１日　　至　平成22年３月31日)

当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

　

(退職給付関係)

前事業年度(自　平成20年４月１日　　至　平成21年３月31日)

該当事項はありません。

当事業年度(自　平成21年４月１日　　至　平成22年３月31日)

該当事項はありません。
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(税効果会計関係)

　
前事業年度

(平成21年３月31日現在)
当事業年度

(平成22年３月31日現在)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　 (繰延税金資産)

未払事業税否認 741千円

繰越欠損金 ―千円

繰延税金資産小計 741千円

評価性引当額 △741千円

繰延税金資産合計 ―千円

 

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　 (繰延税金資産)

投資有価証券評価損 4,950千円

繰延税金資産小計 4,950千円

評価性引当額 △4,950千円

繰延税金資産合計 ―千円

 

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

当期は、税引前当期純損失を計上しているため

記載しておりません。

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 41.7％

（調整） 　
永久に損金に算入されない金額 0.5％

住民税等均等割 7.3％

評価性引当金の増減額 △7.3％

中小法人軽減税率 △8.7％

その他 △1.7％

税効果会計適用後の法人税等負担率 31.8％

 
   
 

     

　

(賃貸等不動産関係)

当事業年度(自　平成21年４月１日　　至　平成22年３月31日)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

　
前事業年度

(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

当事業年度
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

　

関連会社に対する投資の金額 2千円

持分法を適用した場合の投資の金額 2千円

持分法を適用した場合の投資利益の金額 ―千円

　

関連会社に対する投資の金額 2千円

持分法を適用した場合の投資の金額 2千円

持分法を適用した場合の投資利益の金額 ―千円
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【関連当事者情報】

前事業年度(自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日)

（追加情報）
当事業年度から平成18年10月17日公表の、「関連当事者の開示に関する会計基準」（企業会計基準委員会　企
業会計基準第11号）及び、「関連当事者の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　企業会
計基準適用指針第13号）を適用しております。この結果従来の開示対象範囲に変更はございません。
 

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他

の関係

会社

 

リゾートトラス

ト㈱

名古屋市

中区
14,258,118

会 員 制 リ

ゾートホテ

ルの会員権

の販売、ホ

テルの運営

直接

(被所有)
  3.2

レストラン

の 運 営 委

託、資金の

預け入れ及

び役員の兼

任

資金の預入

(注)３
130,000

関係会社　

短期預け金
130,000

受取利息 2,140 - -

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注) １　資金の貸付については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。
       ２　上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、残高は消費税等を含めて表示しております。
　  

(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

　　該当事項はありません。
　

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他

の関係

会社の

子会社

リゾートトラス

トゴルフ事業㈱

名古屋市

中区
100,000

ゴルフ場の

建設及び運

営

直接

(被所有)
  0.1

ゴルフ場の

運営委託及

びゴルフ会

員権販売委

託

管理委託手

数料の受取

(注)１

　121,944 未収入金 3,091

会員権販売

手数料 

(注)２

37,142未払金 3,000

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注) １　ゴルフ場の所有・管理に係る公租公課、地代家賃等を勘案し合理的に決定しております。
       ２　ゴルフ会員権販売に係る人件費、旅費交通費、消耗品費等を勘案し合理的に決定しております。

３　上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、残高は消費税等を含めて表示しております。
　

(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る)等

　　該当事項はありません。
　

２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

　　　　　　　　　　　　　(単位　千円）

　 ジャパンクラシック㈱ 　
流動資産合計 184,138　

固定資産合計 15,608,853　

　 　 　
流動負債合計 1,305,513　

固定負債合計 36,960,733　

　 　 　
純資産合計 △ 22,473,255　

　 　 　
売上高 272,749　

税引前当期純利益 69,162　

当期純利益 68,872　
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当事業年度(自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日)

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他

の関係

会社

 

リゾートトラス

ト㈱

名古屋市

中区
14,258,118

会 員 制 リ

ゾートホテ

ルの会員権

の販売、ホ

テルの運営

直接

(被所有)
  3.2

レストラン

の 運 営 委

託、資金の

預け入れ

資金の預入 70,000
関係会社　

短期預け金
200,000

受取利息 2,551 -
-

 

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注) １　資金の預入利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。
    
　  

(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

　　該当事項はありません。
　

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他

の関係

会社の

子会社

リゾートトラス

トゴルフ事業㈱

名古屋市

中区
100,000

ゴルフ場の

建設及び運

営

直接

(被所有)
  0.1

ゴルフ場の

運営委託及

びゴルフ会

員権販売委

託及び役員

の兼任

管理委託手

数料の受取

(注)１

119,590 未収入金 7,969

会員権販売

手数料 

(注)２

27,142未払金 14,550

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注) １　ゴルフ場の所有・管理に係る公租公課、地代家賃等を勘案し合理的に決定しております。
       ２　ゴルフ会員権販売に係る人件費、旅費交通費、消耗品費等を勘案し合理的に決定しております。

３　上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、残高は消費税等を含めて表示しております。

　

(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る)等

　　該当事項はありません。
　

２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

　　　　　　　　　　　　　(単位：千円）

　 ジャパンクラシック㈱ 　

流動資産合計 84,440　

固定資産合計 15,586,458　

　 　 　

流動負債合計 1,963,745　

固定負債合計 36,085,377　

　 　 　

純資産合計 △ 22,378,223　

　 　 　

売上高 261,005　

税引前当期純利益 95,328　

当期純利益 95,031　
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(１株当たり情報)

　
前事業年度

(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

当事業年度
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 6,498円75銭

　

１株当たり純資産額 6,682円79銭

　

１株当たり当期純損失 127円73銭

　

１株当たり当期純利益 184円04銭

　
　

　　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、潜在株式がないため、また1株当たり当期純損失で

あるため記載しておりません。

　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、

潜在株式がないため、記載しておりません。

 

 (注)　　１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

当事業年度
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） (千円) △6,032 8,897

普通株主に帰属しない金額 (千円) 82 86

(うち優先配当額) (千円) （82) （86)

普通株式に係る当期純利益又は当

期純損失（△）
(千円) △6,114 8,810

普通株式の期中平均株式数 (株) 47,872 47,872
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(重要な後発事象)

　
前事業年度

(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

当事業年度
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

(有償新株の発行)

　平成21年５月26日開催の取締役会及び平成21年６月29

日開催の定時株主総会において、公募により新株式を発

行することを決議致しました。

　発行に関する事項の概要は次の通りであります。

(1) 発行株式の種類及び数、発行価額、発行価額のうち
資本へ組入れる額、発行総額
 

(有償新株の発行)

　平成22年５月24日開催の取締役会及び平成22年６月29

日開催の定時株主総会において、公募により新株式を発

行することを決議致しました。

　発行に関する事項の概要は次の通りであります。

(1) 発行株式の種類及び数、発行価額、発行価額のうち
資本へ組入れる額、発行総額
 

株式の種類及び数 優先株式　　　　 60株

発行価額 １株につき　800,000円

資本組入額 １株につき　400,000円

発行総額 48百万円

　

株式の種類及び数 優先株式　　　　 50株

発行価額 １株につき　800,000円

資本組入額 １株につき　400,000円

発行総額 40百万円

　
(2) 発行スケジュール

申込期間 　

　平成21年７月21日から平成21年８月６日まで

払込期日 平成21年８月７日

効力発生日 平成21年８月７日

 

(2) 発行スケジュール

申込期間 　

　平成22年７月20日から平成22年８月５日まで

払込期日 平成22年８月６日

効力発生日 平成22年８月６日

 
 

(3) 配当起算日 平成21年４月１日

　

(3) 配当起算日                   平成22年４月１日
 
 

(4) 資金の使途

　　グレイスヒルズカントリー倶楽部の資産の管理・修繕

等の資金に充当する予定であります。

(4) 資金の使途

　　グレイスヒルズカントリー倶楽部の資産の管理・修繕

等の資金に充当する予定であります。
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⑤ 【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

　

銘柄 株式数(株) 貸借対照表計上額(千円)

投資有価証券 その他有価証券 岡崎クラシック㈱ 336 4,781

計 336 4,781

　
　

【有形固定資産等明細表】

　

資産の種類
前期末残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却
累計額(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高
(千円)

有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　建物 196,365 － － 196,365 41,8646,974 154,500

　構築物 28,382 702 － 29,084 6,552 2,244 22,531

　機械装置 5,997 900 － 6,897 2,809 605 4,087

車両運搬具 5,55019,228 － 24,778 8,525 3,842 16,252

　工具・器具及び
　備品

5,684 － － 5,684 3,543 979 2,141

　コース勘定 67,429 － － 67,429 － － 67,429

　土地 145,697 25 － 145,723 － － 145,723

  リース資産 24,468 － － 24,468 8,161 4,893 16,306

  建設仮勘定 － 1,895 － 1,895 － － 1,895

有形固定資産計 479,57322,751　 502,325 71,45719,540430,868

無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　借地権 3,422 － － 3,422 － － 3,422

　ソフトウエア 1,480 － － 1,480 1,480 222 －

　電話加入権 13 － － 13 － － 13

無形固定資産計 4,916 － － 4,916 1,480 222 3,436

  長期前払費用 - 6,893 844 6,049 - - 6,049

(注) １　当期増加額のうち主なものは、次の通りであります。

　　　車両運搬具　　乗用カート１７台　　19,228千円

 

２　長期前払費用は前払保険料等の期間配分に係るものであり、減価償却とは性格が異なるた　

　　め、償却累計額及び当期償却額の算定には含めておりません。
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【社債明細表】

該当事項はありません。

　

【借入金等明細表】

区分
前期末残高
(千円)

当期末残高
(千円)

平均利率 返済期限

１年以内に返済予定
のリース債務

5,138 5,138 － －

リース債務（１年以
内に返済予定のもの
を除く）

17,121 11,983－
　平成23年４月１日～
平成25年８月31日

合計 22,260 17,121－ －

(注) １　リース債務の平均利率については、リース料総額に含まれる利息相当額を控除する前の金

 額でリース債務を計上しているため、記載を省略しております。

　   ２　リース債務（１年以内に返済予定のものを除く）の決算日後５年以内における１年ごとの

 返済予定額の総額

区分
１年超２年以内
（千円）

２年超３年以内
（千円）

３年超４年以内
（千円）

４年超５年以内
（千円）

リース債務 5,138 5,138 1,707 －

　

　

【引当金明細表】

該当事項はありません。
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

①現金及び預金

　

区分 金額(千円)

預金 　

普通預金 45,868

合計 45,868

②関係会社短期預け金

 

区分 金額(千円)

リゾートトラスト㈱ 200,000

合計 200,000
　

　

③差入保証金

　

区分 金額(千円)

三重県四日市市・菰野町地主100名 325,434

合計 325,434

　

(3) 【その他】

特記すべき事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 毎決算期の翌日から３ヶ月以内

基準日 ３月31日

株券の種類 １株券、２株券、４株券、８株券、21株券、10株券、50株券、100株券、1,000株券

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 ―

株式の名義書換え 　

　　取扱場所
三重県四日市市桜町池之谷2230
　株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部

　　株主名簿管理人 ―

　　取次所 ―

　　名義書換手数料 無料

　　新券交付手数料 当社所定の金額

単元未満株式の買取り 　

　　取扱場所 ―

　　株主名簿管理人 ―

　　取次所 ―

　　買取手数料 ―

公告掲載方法 官報

株主に対する特典
当社の普通株式８株券または21株券または優先株式を所有する株主は、クラブ規約に
基づく当社の経営するゴルフ場の会員となる資格を有しております。

(注)　当社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を要します。
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第７ 【提出会社の参考情報】

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社は上場会社ではありませんので、金融商品取引法第24条の７第１項の適用がありません。

　

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

　
　
(1)

有価証券報告書
及びその添付書類

事業年度
(第６期)

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

　
平成21年６月30日
東海財務局長に提出。

　 (2)
有価証券報告書の
訂正報告書 

事業年度
(第６期)

上記（1）の有価証券報告書の
訂正報告書

　
平成21年８月11日
東海財務局長に提出。

　
(3)半期報告書 (第７期中)

自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日

　
平成21年12月21日
東海財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
　

　

平成21年６月29日

株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部

取締役会　御中

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　安　　藤　　泰　　行　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久　　野　　誠　　一　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に

掲げられている株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部の平成20年4月1日から平成21年3月31日までの第6

期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算

書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監

査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた

見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果と

して意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部の平成21年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る事業年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているもの

と認める。

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年５月26日開催の取締役会及び平成21年６月29日開

催の定時株主総会において、公募により新株式を発行することを決議した。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

※１　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の監査報告書
　

　

平成22年６月29日

株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部

取締役会　御中

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　岡　　野　　英　　生　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久　　野　　誠　　一　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に

掲げられている株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部の平成21年４月1日から平成22年３月31日までの

第７期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー

計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監

査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた

見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果と

して意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、株式会社グレイスヒルズカントリー倶楽部の平成22年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する事業年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているも

のと認める。

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年５月24日開催の取締役会及び平成22年６月29日開

催の定時株主総会において、公募により新株式を発行することを決議した。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

※１　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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